
Title センター報告　サイバーメディアHPCジャーナル　
No.16

Author(s)

Citation サイバーメディアHPCジャーナル. 2026, 16, p. 153-
202

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/106260

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



  

 

センター報告  

 

 

153



 
 

 
  

2025 年度大規模計算機システム利用による研究成果・論文一覧 

この一覧は、本センター大規模計算機システムを利用して 2025 年 4 月から 2026 年 3 月ま

でに得られた研究成果について、利用者から報告されたものを掲載しています。 
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SC25 出展報告

伊達 進 1, 2, 3 髙橋 慧智 1, 3 速水 智教 1 Wassapon Watanakeesuntorn1 谷口 昂平 1, 3 曽我 隆 2 

田主 英之 2 並木 悠太 2, 4 山本 隼矢 1 ,3 野口 祥生 1, 3 渡場 康弘 5 村田 忠彦 6 

1先進高性能計算基盤システム研究部門 2高性能計算・データ分析融合基盤協働研究所 
3大学院情報科学研究科 4日本電気株式会社 5ヒューマン・メタバース疾患研究拠点 

6データ生成工学研究部門 

 

2025 年 11 月に米国ミズーリ州セントルイス市

にて開催された国際会議／展示会 SC（通称 SC25）

において、当センターの概要、研究内容、および

事業内容を紹介するための展示ブースの出展を

行った。本稿ではその展示内容や当日の様子等に

ついて報告する。 

 

1. はじめに 

   大阪大学 D3 センターでは例年、米国で開催さ

れる国際会議 SC において展示ブースを出展する

活動を継続している。SC とは、The  International 

Conference  for  High  Performance  Computing, 

Networking, Storage, and Analysisという正式名称を

持つ、IEEE Computer Societyおよび Association for 

Computing Machinery (ACM) を中心に開催されて

いる国際会議であり、ハイパフォーマンスコン

ピューティング（HPC）分野におけるトップレベ

ル会議の一つである。それと同時に、SC は HPC

に関する最新機器や最先端技術の国際見本市で

もある。そのため、北米を中心とした研究者や技

術者に限らず、欧州・アジアの研究者や技術者が

集う最大級の国際会議／展示会となっている。新

型コロナウイルス感染症の拡大以前において登

録者数は 1万人を超える数字が記録されていたが、

コロナ禍にあっては 10,000人を下回っていた。し

かし、近年参加者数は大幅に増加し、昨年は過去

最高の 18,104 人、今年も速報値で 16,500 人以上

が参加したと発表されている。当センターによる

展示ブースの出展は、新型コロナウイルス感染症

の拡大のため 2020 年度、2021 年度の展示は叶わ

なかったが、2000 年の初出展から数え今回で 24

回目となる。 

2025年の SC（通称 SC25）は、米国ミズーリ州

セ ン ト ル イ ス 市 に あ る America’s  Center 

Convention Complex（図 1）にて、11月 16日から

21日までの期間で開催された。セントルイスは米

国中西部ミズーリ州の東部、ミシシッピ川とミ

ズーリ川の合流点に位置する都市である。昨年開

催されたアトランタよりも北に位置するが、開催

期間中は比較的暖かく過ごしやすい気温だった。

しかし、季節の変わり目もあってか天候が崩れや

すく、雨や曇りの日が多かった。また、一昨年よ

り急速に進行した円安は今年一時的に緩和した

が、政権交代後に再び円安が進行した。さらには

米国での物価・人件費も高止まりしており、ブー

ス展示にかかる費用を押し上げた。 

そのような中でも、当センターの展示に携わっ

た皆全てが責任感を持って展示を行い、結果とし

て昨年を上回る 600 名以上の来訪者を獲得した。

D3センターの概要・ミッション・事業・研究活動

およびそれらの成果について説明を行い、当セン

ターの国際的なプレゼンス向上、研究開発成果の

紹介、大規模計算機システム事業の広報という点

でのよきアウトリーチ活動となった。 

図 1: America’s Center Convention Complex. 
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2. 展示内容 

SC25では、12名の教職員（1名の招へい教員含

む）、1名の高性能計算・データ分析融合基盤協働

研究所所属の NEC研究員、3名の大学院生の合計

16 名（表 1）が大阪大学 D3 センターの出展する

展示ブースにおいて、下記 6つのポスター展示を

中心に本センターのスーパーコンピュータ事業

概要、および、当センターを中心とした研究紹介、

成果報告を行なった（図 2）。 

(1) High-Performance Computing Systems at the D3 

Center 

(2) The  Joint  Research  Laboratory  for  Integrated 

Infrastructure  of  High  Performance  Computing 

and Data Analysis 

(3) Mitigating  Resource  Constraints  for  Flexible 

Scheduling in Cloud-Edge Continuum 

(4) Towards  Autonomous  Packet  Forwarding  in 

Deterministic Networking / Initiatives Toward an 

Open  Science  Information  Infrastructure  at  The 

University of Osaka 

(5) Advanced  High-Performance  Computing 

Infrastructure Systems Research Division 

(6) Synthetic  Population  for  Real-Scale  Social 

Simulations 

 

ブース展示は、11月 17日から 20日までの 4日

間行われた。以下、IDバッジの読み取りデータを

もとにブース来訪者の統計情報の一部をまとめ

る。ブース展示期間中の当ブースへの来訪者数は

634 名であった。訪問者数は昨年の 597 名から増

加した。 

 ブース来訪者の地域別分類（図 3）を見ると、

開催地の北米エリアからの来訪者が最大で全体の

66.72％を占めている。続いて、日本を含むアジア

からの来訪者が 19.72％、欧州からの来訪者が

9.15％、中南米からの来報者が 2.84%であった。北

米、アジア、欧州で全体の 96％近くを占め、その

他には中東、オセアニア、アフリカの来訪者が含

まれている。結果として、多くの地域からの来訪

者に対してアウトリーチ活動を行うことができ

た。 

１日平均では、158.5人の来訪者があった。展示

初日の 11月 17日は Grand Opening Gala Reception

で、午後 7時から 9時までの 2時間の開催であっ

たが、105人の来訪者があった（図 4）。学生らが

中心となって呼び込みを行った結果、最終日であ

る 4日目の 11月 20日に最多となる 188人の来訪

者を記録した。 

また、昨年同様に、高度情報科学技術研究機構

(RIST)が中心となって企画した連携企画で、来場

者が HPCI 構成機関のブースを周回してステッ

カーを集め、集めたステッカーに応じて景品がも

表 1: 参加スタッフ一覧 

先進高性能計算基盤システム研究部門 
 スタッフ 伊達 進 
  髙橋 慧智 
  速水 智教 
  Wassapon Watanakeesuntorn 
  谷口 昂平 
  吉田 薪史 
  山本 隼矢 
  渡場 康弘 
  阿部 洋丈（招へい准教授） 
 大学院生 野口 祥生 
  門脇 龍聖 
  森脇 健太 
高性能計算・データ分析融合基盤協働研究所 
 スタッフ 曽我 隆 
  田主 英之 
  並木 悠太（NEC 研究員） 
データ生成工学研究部門 
 スタッフ 村田 忠彦 

図 2: 参加スタッフ記念撮影. 
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らえる「HPCI Sticker Hunt」にも協力した。この連

携企画も当センターのブースの集客に一役買っ

たといえる。 

 

以下、SC25にて大阪大学 D3センターで行った

ポスター展示の概要について説明する（括弧内は

各ポスターの主な担当者名）。 

(1) “High-Performance Computing Systems at  the 
D3 Center”（門脇、森脇、速水） 

本ポスターでは、D3 センターで運用するシ

ステムとして、スーパーコンピュータ「SQUID」、

プライベートクラウド「mdxⅡ」、ストレージシ

ステム「ONION」、そして 9月より新たに稼働を

開始した「OCTOPUS」についてそれぞれのシス

テム構成や特徴について紹介した（図 5、6、7）。 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

ブースに来訪された方々からは、SQUID と

OCTOPUS の 2 つのシステムを運用する理由、

OCTOPUSが CPUノードのみである理由、どのよ

うな種類の計算が実行されているか、どんなソフ

トウェアが利用可能か、海外の研究者が利用可能

か、ONION-object の S3 互換性はどの程度までの

互換性を保証しているか、などの質問があった。 

また、現行 SQUIDの CPU、GPU、ベクトルノー

ドを備えたヘテロジニアスなシステム構成は世

界的にも珍しく、興味を持たれる方が多かった。

図 7: ポスター説明を行う森脇. 

図 6：ポスター説明を行う速水． 
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図 3: ブース来訪者 – 地域分類別. 

図 5：ポスター説明を行う門脇． 
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次期 SQUID がどういった構成を目指すのかに関

しても質問があった。 

 

(2) " The Joint Research Laboratory for Integrated 
Infrastructure of High Performance Computing 

and Data Analysis”（曽我、並木、田主） 

本ポスターでは、高性能計算・データ分析融合

基盤協働研究所の取り組みとして、来訪者に対し

以下の研究課題に関する紹介を行った。 

i) 計算科学の研究者がシミュレーションプログ

ラムの並列化工数の削減と可読性の維持を目

的としたMPI化支援関数群Mutton 

ii) 計算機システムにおいてデータの来歴を記録

するシステム 

iii) 実験系データにおける、データ集約基盤

ONION へのデータ集約と連動したメタデータ

収集・管理の概念実証システム構築 

担当者はそれぞれ以下に述べるような紹介を

行い、来訪者から質疑を受け、議論を行った。 

i) MPI化支援関数群Mutton （担当：曽我、図 8） 

現在配布している MPI 化支援関数群 Mutton は

Fortran インタフェースのみで、数値流体解析シ

ミュレーションコードの MPI 化に必要な関数を

提供しているが、来場された研究者の方から「粒

子コードでも適用可能なのか」と質問を受けた。

今後粒子コードの適用可能性を検証したいので、

コードをお借りできないか提案を行った。その他、

計算機センターの運用管理されている先生から

詳しい説明を求められた。 

ii) 計算機システムにおいてデータの来歴を記録

するシステム（担当：並木、図 9） 

計算機システムにおけるシミュレーションや

データ分析によって生成された研究データの再

現性を向上させるために、その生成過程を示す来

歴情報を透過的かつ自動的に記録するシステム

を紹介した。来訪者からはシステムの実装の詳細、

運用方法、また具体的な操作の記録可否に関して

質問を受け、今後の機能拡張やあるべき姿を議論

した。質問の内容はいずれも具体的なもので、

オープンサイエンス、研究公正の実現に向けた研

究データの来歴への関心の高まりを感じられた。 

iii) 実験系データの集約と連動してメタデータ生

成・収集・管理を行う概念実証システムの構築 

（担当：田主、図 10） 

前年度の SC24 において紹介した、研究データ

の利活用を促進するために必要なメタデータ生

成・集約・管理を行うコンセプトをベースに、実

験系研究データを対象として構築した、研究デー

図 9: ポスター説明を行う並木. 

図 8：ポスター説明を行う曽我． 

図 10：ポスター説明を行う田主． 
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タと連動してメタデータの自動登録を行う、概念

実証メタデータ管理システムの紹介を行った。 

前年度同様に、HPC分野に関心を持つ来訪者に

はまだデータ利活用をはじめとしたオープンサ

イエンスの概念は浸透していないように見受け

られ、メタデータ自動付与そのものに対する関心

度は高くはなかった。その中で、来訪者からは生

成された研究データとメタデータファイルを保

存する一時的ストレージがどこに配置されるの

か、メタデータ管理システムがどれ位の頻度で新

規データセットのチェックを行うのか、などの質

疑を受けた。また、学内外の研究データを集約す

るデータ集約基盤 ONION に対しても関心を寄せ

られ、オブジェクトストレージの分散などに関す

る議論を行った。 

 

(3) “Mitigating Resource Constraints  for  Flexible 
Scheduling in Cloud-Edge Continuum”（谷口、

山本、Watanakeesuntorn） 

本ポスターでは、「ポスト  5G 情報通信システ

ム基盤強化研究開発事業」の取り組みとして、

Cloud-Edge Continuum Computing（CECC）におけ

るネットワーク・計算資源管理スケジューラにつ

いて紹介した（図 11、12、13）。本スケジューラ

は、ユーザに対して透過的にアプリケーションを

エッジ環境からクラウド環境へ移行することで、

一部のユーザによるエッジ環境の計算資源の

偏った利用を抑制しつつ、クラウド・エッジ両環

境で高い資源利用率を維持できる。このスケ

ジューラの実現に向けて、当研究部門では軽量仮

想化手法であるコンテナのエッジ・クラウド間の

透過的な移行手法と決定論的ネットワーク

(DetNet: DETerministic NETwork)によるクラウド・

エッジ間の通信遅延保証に関する研究成果を報

告した。 

聴衆からは、HPCの実務化の立場から、実運用

時の想定アプリケーションと課金モデルについ

ての質問があった。SC の参加者は科学計算のよ

うな大規模なアプリケーションを想定し、クラウ

ドへの秒単位の移行時間は問題ないと考える。一

方、テラバイト級のデータ転送時間に対しては、

圧縮転送の活用という新たな知見が得られた。ま

た、計算基盤の運用者からは、透過的な移行の必

要性は理解できるが、実運用ではユーザーへの課

金モデル通りの資源提供が求められるという指

摘をいただいた。 

 

(4) “Towards  Autonomous  Packet  Forwarding  in 
Deterministic  Networking  /  Initiatives  Toward 

an Open Science Information Infrastructure at 

The University of Osaka”（Watanakeesuntorn、

渡場） 

本ポスター前半では、「ポスト  5G 情報通信シ

ステム基盤強化研究開発事業」の研究として、決

定論的ネットワークにおける自律型パケット転

送について紹介した（図 13）。本研究では、パケッ

ト転送遅延のばらつきを最小化するために、ネッ

トワーク経路上の各スイッチが自律的にパケッ

ト転送タイミングを制御する深層強化学習（DRL: 

Deep Reinforcement Learning）モデルを提案した。 

図 12: ポスター説明を行う山本. 

図 11：ポスター説明を行う谷口． 
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DRLモデルの概要は次のとおりである。スイッ

チはフロー情報および隣接スイッチとの接続状

況を監視し、これらのパラメータをモデルへの入

力特徴量として与える。モデルは、各転送経路に

おいて遅延のばらつきが最も小さくなる確率を

計算する。その結果に基づき、スイッチはパケッ

トを即時に転送するか、一時的にスイッチバッ

ファに保持するかを判断する。最後に、報酬関数

がその行動を評価し、次回以降の意思決定を改善

する。学習を繰り返すことで、モデルは段階的に

遅延のばらつきを抑える方法を習得し、モデルが

収束すると、ネットワーク全体でパケットがほぼ

一定の間隔で届く安定した通信を実現できる。 

聴衆からは本研究の評価環境についての質問

が多く寄せられた。本研究の DRLモデルはスイッ

チ内部の独自実装であり、標準的なスイッチの実

装ではないため、評価にはネットワークシミュ

レータを使用していると回答した。研究者からは

実機での評価を望む声もあったが、本研究のネッ

トワーク環境の複雑さからシミュレータによる

評価に一定の理解が得られた。 

本ポスター後半では、大阪大学におけるオープ

ンサイエンス推進のための研究データ管理基盤

整備の取り組みとして、小規模分析室で取得され

る測定データを安全に収集・流通させる仕組みと、

そのデータ利活用を高度化するための解析基盤

の構築について報告した。その実現に向けて、D3

センターで試行運用中のデータ集約・管理基盤で

ある ONION を活用し、小規模分析室向け測定

データ集約・配信システムを通じて、大容量の研

究データを安全に集約・配信する枠組みを検討し

ている。さらに、収集・配信されたデータの有効

活用を図るため、理化学研究所が開発した 4次元

画像データの高速処理・高度解析ソフトウェア

VCAT5を導入し、データの流れの中で解析まで実

施できる 4次元画像解析サービス基盤を整備する

構想である。本基盤は mdx IIとの連携を前提とし

ており、集約された測定データの利活用性と解析

可能性を高めることで、データ駆動型研究や分野

横断的な研究連携を支援することを目指してい

る。 

本サービス基盤は、小規模分析室で生成される

測定データを、安全なネットワーク環境の下で集

約・管理し、必要に応じて配信できるようにする

データ基盤と、その上で高度な画像解析を実行す

る解析基盤とを統合したシステムである。中核と

なる要素は、研究データの集約・管理を担う

ONION、4次元画像データの高速処理・高度解析

を担う VCAT5、ならびにデータサイエンスや分野

横断型共同研究を支援する計算・研究基盤である

mdx IIである。本サービス基盤全体としては、従

来のようにデータを収集・配信するだけでなく、

集約されたデータに解析機能を接続することで、

研究データの取得から活用までを一体的に支援

するサービス基盤として位置付けられる。特に、

4 次元画像データのような大容量かつ高度な処理

を要する研究データについて、安全な流通と効率

的な解析の両立を図る点に特徴がある。 

 

(5) “Advanced  High-Performance  Computing 
Infrastructure Systems Research Division”（吉

田、野口） 

本ポスターでは、データセンタに配備された

GPU を研究者が管理しているサーバに接続する

GPU-as-a-Service とクラウドバースティング環境

における強化学習ベースのジョブスケジューリ

ング手法を紹介した（図 14、15）。 

GPUaaS により研究者は機密データを手元の

サーバに格納したまま、データセンタに配備され

た高性能な GPU を利用することが可能になる。

図 13：ポスター説明を行う Watanakeesuntorn． 
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データセンターの GPU と研究者のサーバ間の長

距離通信はアプリケーションの性能に影響を与

える可能性があるため、GPUaaS 環境を構築し、

アプリケーションの性能を測定した。来場者から

は GPUとサーバ間通信の暗号化の方法、GPUaaS

環境に収容可能なサーバ数および GPU 数、一部

のアプリケーションの性能劣化が大きい理由な

どの質問があった。 

ポスター後半では、オンデマンドに一部のジョ

ブをクラウドへオフロードして待ち時間を短縮

する「クラウドバースティング」および、多目的

強化学習を用いることで事前シミュレーション

から多様なスケジューリング選択肢を獲得する

手法について紹介した。来場者からは実験に使用

したワークロードの特徴や、クラウド資源の利用

形態について質問があった。また、クラウドをリ

ザーブドインスタンスとした場合及びスポット

インスタンスとした場合でそれぞれ何を考慮す

べきかについても議論した。 

 

(6) “Synthetic  Population  for  Real-Scale  Social 
Simulations” (村田) 

本ポスターでは、  2019 年度から継続的に実施

している   JHPCN  の合成人口プロジェクトと 

HPCI共用ストレージ、2020 年度から  2027 年度

まで実施する  JST 未来社会創造事業における合

成人口データを用いた社会シミュレーション事

例に関する報告を行った（図16）。合成人口プロ

ジェクトでは、大阪大学D3センターのスーパーコ

ンピュータを用いて、日本の全世帯の仮想個票を

合成するとともに、北海道大学情報基盤センター

のハイバフォーマンスインタークラウドを用い

てデータベースを構築し、東京大学情報基盤セン

ターと理化学研究所計算科学研究センターの 

HPCI 共用ストレージを用いてバックアップを確

保している。今年度は、就業者への従業地割当て

と、居住者への生活行動時間割当てのテーマを新

たに追加して解説を行なった。 

展示ブース来場者に対して，日本全体の過去４

回の国勢調査に基づく人口データ合成により、日

本国内のどの自治体に対するシミュレーション

でも実施できる準備ができていることを説明し、

具体的な地域に対するシミュレーションを実施

するための基盤の必要性を理解してもらうこと

ができた。また、来場者から日米の統計の違いに

ついても質問があり、アメリカの統計ではサンプ

ルの個票しか使えないこと、日本の統計でもサン

プル個票は用意されているが、その個票を使うと

第三者提供ができなくなることを説明し、人口

図 16: ポスター説明を行う村田. 

図 15：ポスター説明を行う野口． 

図 14：ポスター説明を行う吉田． 
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データを公表されている統計のみに基づいて合

成することの重要性を理解してもらうことがで

きた。 

質疑を通して、仮想的な個票データの必要性や

それを用いたシミュレーションの意義について

ディスカッションすることができた。 

 

3. おわりに 

 今年度の展示においても、大阪大学 D3 セン

ターの大規模計算機事業をはじめとし、高性能計

算・AI・ネットワーキングに関する研究成果につ

いて欧米を中心とした 634 名の来訪者にアウト

リーチすることができた。来年度の SC は米国イ

リノイ州シカゴ市で同時期に開催されるが、当セ

ンターのプレゼンス向上とともに、情報公開、ア

ウトリーチ活動にも引き続き尽力していきたい。 

 関係各位には更なるご支援とご協力をお願い

したい。 

 

当日展示したポスターの PDF や、その他の
写真など、ここで紹介しきれなかった内容
については下記ウェブページに掲載されて
います。こちらもぜひご覧ください。 

 

http://sc. cmc.osaka-u.ac.jp/ 
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第 31 回スーパーコンピューティングコンテスト(SuperCon2025)報告および 

第 32 回スーパーコンピューティングコンテスト(SuperCon2026)告知 
 

大阪大学 D3 センター 教授  吉野 元 

 

 

1. SuperCon2025 

  2025 年 8 月 18 日から 22 日までの 5 日間に高校

生･高専生を対象とする「スーパーコンピューティン

グコンテスト(SuperCon2025)」の本選を本年もオン

ラインにて開催しました。これに向けて予選が行わ

れ、21 チームが予選を通過しました（その結果は

5.Web に掲載されております）。オンライン開催であ

るため地域に関係なく、上位 21 チームが本選に参加

する、ということになりました。 

 ここでは本選について説明いたします。このコン

テストは、2 名又は 3 名を 1 チームとする高校生・

高専生の参加者たちが、与えられた課題を解くプロ

グラムを 3 日間に渡って作成し、最終日にスーパー

コンピュータで実行して、解答の正確さや計算の速

さを競うもので、そのレベルの高さから、別名「電

脳甲子園」とも呼ばれています。過去の出場者が大

学進学後に国際大学対抗プログラミングコンテスト

で活躍するなど、次世代の情報科学を担う若手育成

にも貢献しており、2008 年度の文部科学大臣賞も受

賞しています。 

  1995 年の第 1 回から 2005 年の第 11 回までは東京

工業大学（東工大）学術国際情報センター(Global 

Scientific Information and Computing Center:GSIC)の単

独主催でしたが、2006 年の第 12 回からは大阪大学

（阪大）(Cybermedia Center:CMC、現在は D3 Center)

も共同主催しています。予選に参加したチームの中

から、富士川以東 50Hz 地域からは 10 チームが、

60Hz 地域からはやはり 10 チームが参加していまし

た。東工大と阪大の二つの会場で同時に開催した年

は、wiki やポリコムなどで相互に交流し、開会式･表

彰式などもポリコムを使って二元中継で行ってきま

した。このコンテストは 5 日間にも渡る長期戦で、

実際にスーパーコンピュータを高校生･高専生が使

うことができるという、世界的にも大変ユニークな

ものです。原則として毎年交互に両大学のスーパー

コンピュータを使います。2007、2011 年は阪大 CMC 

の SX-8R が、2009 年は SX-9 が、2015 年、2017 年

は SX-ACE が使われました。2020 年の本選では

SQUID が用いられる予定でしたが中止されました。

その代わりに理化学研究所のスーパーコンピュータ

富嶽を使った臨時イベント（富嶽チャレンジ）が開

催されました。これを機に、理研もスーパーコンピ

ューティングコンテストに参画することになり、

2021 年、2022 年また 2023 年も本選では理研のスー

パーコンピュータ富嶽が用いられました。続いて

2024 年は阪大のスーパーコンピュータ SQUID、2025

年は東工大の TSUBAME が用いられました。前回同

様、これまでの wiki、ポリコムに代わって discord、

slack が相互交流に使われ、開会式・表彰式、問題説

明、チュートリアルなどでは zoom が用いられてい

ます。 

 

2. 予選 

  2025 年の予選課題は 5 月 28 日に下記（5.Web）の 

SuperCon web に公表されました。この予選課題を解

くプログラムを作成し、6 月 13 日正午までにプログ

ラムを含む必要書類を添付してメールで申し込んで

もらいました。予選問題は、スーパーコンピュータ

を使わなくても学校や家庭にある普通のパソコンで

も解けるような課題が出題されます。2025 年の予選

課題は、阪大の作成チームによる「地震活動推定問

題」というものでした。これは地震のセルオートマ

トンモデルを用いたもので、正方格子状に配置され

た観測点でのある時点でのひずみデータから、その

後の地震活動に関する推定を行う、というものです。

これを含め、過去の予選課題、本選課題は SuperCon 

web に全て掲載されています。また、参加者が 2 名

以上集まらない人のために、希望者には「認定証」
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も発行しています。予選課題を正確に解くプログラ

ムが書けたら、「SuperCon 1 級」が認定されます。問

題のレベルに応じて 2 級と 3 級もあります。 

 

3. 本選 

本選の初日は開会式で参加チームの紹介、本選課

題の発表、 攻略法の解説がありました。本選課題は

東工大の作成チームによる「洋上風力発電所の設置」

という問題でした。これは海上で行う風力発電の風

車（タービン）の設置パターンに関する最適化問題

です。風車は互いに近くに置きすぎると風下の風車

は発電効率が落ちてしまいます。また台数が増えす

ぎると設置コストが高くなります。発電する電力の

最大化とともに、設置台数の最小化を狙うという複

雑なタスクを行なってもらいました。実際の本選で

は、課題に取り組む前に、東工大のスーパーコンピ

ュータ TSUBAME、また OpenMP/MPI を用いた並列プ

ログラミング関するオリエンテーションと講義が行

われ、 チームごとに本選課題を解くためのプログラ

ム設計に入りました。そして、本選 2 日目から 4 日

目の午前中まではチームごとにプログラムを作成し

ました。大学生･大学院生、スタッフがチューターと

してバグ取りなどを手伝いましたが、課題そのもの

に関する助言はしません。最終日の成果発表会、表

彰式の後にはオンライン懇親会も行われました。 

 

4. SuperCon 2026 の告知 

  2026 年は 8 月 17 日（月）から 21 日（金）までの

5 日間での開催を予定しています。今年度もオンラ

イン開催となります。新型コロナなどのパンデミッ

クは現時点で起こっておりませんが、オンライン開

催の方が全国の高校生にとって参加しやすいなどの

メリットが大きいことが昨年度までの実施経験から

わかり、オンライン開催とした次第です。予選課題

は 6 月 17 日に公表、課題提出〆切は 6 月 23 日正午

です。今回は、理化学研究所のスパコン、富岳を使

用する予定です。本年もチャレンジする高校生・高

専生など参加者の皆さんに喜んでいただけるよう

様々な工夫を凝らそうと関係者一同考えています。

本稿が皆様のお目に触れるときには既にスケジュー

ルが進行しているかもしれませんが、もしも可能な

らば皆様もお知り合いの高校生に SuperCon2026 と

いうものがあり、大変に楽しい行事であることを呼

びかけてください。また、来年以降、すなわち

SuperCon2027 以降への参加、お申し込みをご検討頂

ければ幸いです。 

 

5. Web 

コンテストページです。ぜひ一度御覧ください。 

 

SuperCon2025（第 31 回大会） 

https://www.supercon.cii.isct.ac.jp/attwiki/index.php?S

upercomputingContest2025 

SuperCon2026（第 32 回大会） 

https://www.supercon.cii.isct.ac.jp/attwiki/?Supercomp

utingContest2026 
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大規模計算機システム利用者講習会等の紹介 

大阪大学 D3 センター  教授  降籏 大介 

1. 概要

大阪大学 D3 センターの大規模計算機システムに

関する利用者講習会等について紹介しましょう。ま

ず、D3 センターの教職員をはじめとして、この大規

模計算機システムの運営、開発、管理、支援に関わ

っている人々は、ユーザにより有効にシステムを活

用していただくために何が出来るか、と日々考えて

います。その一端が、マニュアル・ドキュメント類

を充実させること、ユーザからの質問を受け付けて

遺漏なく適切に返答する仕組み作り、そうして得ら

れたユーザにとって有益な情報を明文化するための

web における FAQ の整備、そして利用者向けの講

習会・セミナー・説明会等の開催です。

  情報提供は web で行えば場所・時間の制約がな

く、ユーザの皆様が困ったときに即座に頼れる、非

常に有益な存在です。一方で、利用者講習会等は、

ユーザへシステムや計算機の知識を伝える場だとい

うだけではありません。講習会の場での質疑などを

通じて、システム運営等に関わっている人とユーザ

とが直接やりとり出来る場でもあります。こうした

場はお互いに大変貴重な機会です。そのように力の

入った利用者講習会等について、以下、本稿で皆様

にご説明を申し上げます。

  2025 年度に実施した内容を概観しますと、スーパ

ーコンピュータの OS である Unix 環境や、プログ

ラム投入のためのバッチシステム、並列プログラミ

ングの考え方、OpenMP、MPI、GPU を使いこなす

ための OpenACC、Intel コンパイラを用いた高速化

技法、コンテナ利用、SQUID に搭載されているベク

トルプロセッサ SX-Aurora TSUBASA の高速化技

法、ストレージシステム ONION の活用、第一原理

電子状態計算プログラム AkaiKKR、電子と光の相

互作用をシミュレートする SALMON など、多岐に

わたる講習会を開催しました。さらに、2025 年度は、

OpenStack ベースの仮想サーバ型計算プラット

フォーム mdx II、2025 年 9 月から運用を開始した次

世代計算・ストレージ基盤 OCTOPUS、Python チュ

ートリアル、Docker、性能チューニングプログラム、

公募型利用制度説明会・成果報告会、Cyber HPC

Symposium 2026 なども含め、利用者の裾野を広げる

ための取り組みを進めました。

2. 多忙な方も参加しやすく

御存知の通り、近年は学部学生、大学院生、教員、

そして職員も大変に多忙ですので、講習会に参加し

たくともスケジュールが合わないということがあり

ます。こうした事情を考慮しまして、一部の講習会

はほぼ同じ内容で時期をずらして開催するように工

夫しています。たとえば、2025 年度は「初めてのス

パコン」を 6 月と 10 月に、「スパコンに通じる並列

プログラミングの基礎」を 6 月と 10 月に開催しま

した。また、スーパーコンピュータ利用説明会を 6

月中に複数回実施し、OCTOPUS 無料お試し利用説

明会も 7 月、9 月に複数回開催するなど、利用を検

討する方が参加しやすい機会をなるべく多く用意し

ました。

以前は利用者講習会は現場での対面開催のみでし

た。ですが、2019 年以降、その一部についてオンラ

イン配信を開始し、ユーザがより参加しやすい形へ

と移行してきました。2025 年度も多くの講習会・説

明会をオンラインにて実施し、遠隔地からでも参加

しやすい形を維持しました。特に、学外利用者、企

業の研究者・技術者、HPCI 利用を検討する方、ある

いはまずは試用してから本格利用を考えたい方にと

って、オンラインで説明を受けられ、場合によって

はお試しアカウントで実際に触れられることは、導

入の障壁を下げる重要な仕組みになっています。

  高度なプログラミング、AkaiKKR、SALMON、mdx 

II、Docker などの実践的な内容については、講師を

確保することも容易ではありません。これに対し、
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われわれは日本電気株式会社様、一般財団法人高度

情報科学技術研究機構様、株式会社アカデメイア様、

Q-LEAP 先端レーザーイノベーション拠点様、量子

科学技術研究開発機構 関西光量子科学研究所様な

どの皆様と協力し、専門性の高い内容を実施できる

体制を整えています。 

 

3. 初学者にも優しく 

  対象がスーパーコンピュータということもあり、

未参加の方にとって講習会は敷居が高いと思うこと

もあるでしょう。しかし、先に述べたように初学者

向けの講習会・説明会も数多くあります。2025 年度

には、「スパコンに通じる並列プログラミングの基

礎」「初めてのスパコン」「OpenMP 入門」「スーパー

コンピュータ バッチシステム入門 / 応用」「スーパ

ーコンピュータ利用説明会（初心者向け）」などを開

催しました。これらは、OS である Unix の簡単な操

作方法の解説、大規模計算機システムの利用方法、

バッチシステム、並列計算の考え方、OpenMP によ

る共有メモリ並列プログラミングなどを扱うもので

す。 

  スーパーコンピュータを使うユーザというと、こ

うした知識やプログラミング技法について通じたプ

ロフェッショナルばかりと想像されるかもしれませ

んが、そうではないのです。どなたも最初は初心者

ですし、そもそもスーパーコンピュータの利用者は

「計算したいことについての専門家」であって、計

算機の専門家ではないのです。細かい技術について

のマニュアルは豊富に見つかっても、初心者が把握

しにくい基礎的な概念や手法についての良い資料・

ドキュメント類は探しにくいものです。われわれ D3

センターでは、こうした利用者講習会等を通じて、

より広い分野・方面の初学者に困難を克服してシス

テムを有意義に使ってもらうべく、常に初学者に優

しくありたいと考えています。 

  2025 年度の特徴として、mdx II や OCTOPUS の

ような新しい計算・データ基盤への導入支援を行っ

た点も挙げられます。mdx II については、仮想マシ

ン作成、OpenStack の各種機能、Jupyter 環境構築な

どを扱いました。OCTOPUS についても、無料お試

し利用説明会や利用説明会を通じて、2025 年 9 月か

ら運用を開始した新しい基盤の特徴や申請方法を紹

介し、新規利用者が入りやすい入口を用意しました。 

 

4. プロフェッショナルな方も 

  もちろん、われわれは初学者ばかりでなく、プロ

フェッショナルとも言うべき高度な能力を持つユー

ザへの支援も怠っておりません。2025 年度も、

OpenMP/MPI による並列プログラミング、Intel コン

パイラを用いた汎用 CPU ノード高速化技法、GPU

プログラミング入門・実践、SX-Aurora TSUBASA 高

速化技法、ONION 活用、コンテナ入門、AkaiKKR、

SALMON など、多くの専門的な講習会を計画し、そ

して実施しました。 

  こうした高度な内容については、座学のみでは情

報がうまく伝わらない側面があります。そこで、一

部の講習会では無料お試しアカウントを用いて大規

模計算機システムそのものを実際に使う実習形式を

とっております。OpenMP や MPI、OpenACC、SX-

Aurora TSUBASA、AkaiKKR、SALMON などは、実

際にコンパイルし、実行し、性能や挙動を確認して

はじめて理解が深まる内容です。また、コンテナ入

門や Docker セミナーでは、近年の研究ソフトウェ

ア環境において重要性を増している再現可能な実行

環境の構築・利用について扱いました。 

  さらに、性能チューニングプログラムでは、利用

者の手元の非商用プログラムを本センターで預かり、

大規模計算機に対する最適化および並列化を行う取

り組みを実施しました。これは講習会という一方向

の情報提供だけでは届きにくい、個別プログラムに

固有の問題へ踏み込む支援です。公募型利用制度説

明会や成果報告会、Cyber HPC Symposium 2026 も、

制度の理解、研究成果の共有、将来の高性能計算機

システムの必要性や人材育成について議論する場と

して、利用者コミュニティ全体にとって重要な役割

を果たしています。 
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5. ぜひご参加され、そしてフィードバックを 

  講習会・セミナー・イベント・説明会の情報につ

いては、われわれ D3 センターの web  

https://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/lecture_event/ 

にて常に公開しております。情報は随時更新してお

りますので、ぜひ頻繁にご覧になり、ご興味のある

講習会等に積極的にご参加ください。皆様のご参加

を常に歓迎いたします。 

  また、大規模計算機のハードウェア、ソフトウェ

ア、そしてユーザの使い方といったものは日々変化

していくものです。2025 年度は、従来からの SQUID、

ONION に関する内容に加え、mdx II、そして次世代

計算・ストレージ基盤 OCTOPUS という新しい基

盤に関する説明会・講習会も実施しました。これは、

D3 センターの支援対象が、単なる「計算機の使い方」

にとどまらず、計算、データ、ストレージ、仮想化、

コンテナ、AI・機械学習、研究ソフトウェア環境全

体へと広がっていることを意味しています。 

  上記に述べたように様々な工夫や努力を通じて開

催している講習会等ではありますが、こうした変化

に合わせ、講習会のありかたも変化、進歩していく

必要があります。そして、それにはユーザの方々か

らいただく意見がなにより重要です。そのフィード

バックの先に、より良い講習会、より良い支援、そ

してより良い大規模計算機システムの活用がありま

す。ユーザの皆様におかれましては、遠慮をせずに、

いつでも構いませんので、講習会等についての要望

をぜひ D3 センターまでお聞かせください。 
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2026 年度 大規模計算機システム利用講習会 
 

 講習会名 開催日時 講師 

1 
初めてのスパコン 

 ―ログインから実行まで― 6 月 1 日 情報基盤課 技術職員 

2 スパコンに通じる 
並列プログラミングの基礎 6 月 3 日 D3 センター 宮武 勇登 准教授 

3 OpenMP 入門 6 月 5 日 D3 センター 吉野 元 教授 

4 
スーパーコンピュータ 

バッチシステム入門／応用 6 月 10 日 日本電気株式会社 

5 コンテナ入門 6 月 12 日 日本電気株式会社 

6 SX-Aurora TSUBASA 
高速化技法の基礎 6 月 16 日 日本電気株式会社 

7 
並列プログラミング入門

（OpenMP/MPI） 6 月 24 日 日本電気株式会社 

8 ONION 活用講習会 7 月 3 日 日本電気株式会社 

9 
汎用 CPU ノード 
高速化技法の基礎 

（Intel コンパイラ） 
7 月 15 日 エクセルソフト株式会社 

10 
GPU プログラミング入門

（OpenACC） ７月 23 日 プロメテック・ソフトウェア株式会社 

11 GPU プログラミング実践
（OpenACC） ７月 24 日 プロメテック・ソフトウェア株式会社 

※全てオンラインでの開催 
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2025 年度 大規模計算機システム利用講習会 アンケート集計結果 

  

◆受講者数（すべてオンラインで開催） 

講習会名 申込者数 受講者数 

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎（6/3） 13  11 

初めてのスパコン（6/5） 23  21  

OpenMP 入門（6/9） 12  8  

汎用 CPU ノード 高速化技法の基礎（Intel コンパイラ）（7/3） 8  8 

GPU プログラミング入門（OpenACC）（7/18） 30 25 

スーパーコンピュータ バッチシステム入門 / 応用（7/23） 11 9 

GPU プログラミング実践（OpenACC）（7/25） 13 9 

SX-Aurora TSUBASA 高速化技法の基礎（7/29） 3 2 

並列プログラミング入門（OpenMP/MPI）（7/31） 3 3 

ONION 活用講習会（9/30） 13 9 

コンテナ入門（10/2） 9 7 

初めてのスパコン（10/10） 20 15 

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎（10/17） 17 8 

合計 175 135 

186



◆受講者の内訳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆講習会についてどのようにお知りになりましたか。（複数回答可） 

 
5 10 15 20

メーリングリスト

D3ホームページ

大阪大学HP

学内掲示板(ICHO)

学内掲示板(KOAN)

教員から

知人から

教員
17%

技術職員
3%

事務職員
3%

大学院生
29%

学部学生
7%

研究生
5%

研究員
24%

その他
12%
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◆開催日は適当でしたか。 

 
 
 
◆講習会の時間は適当でしたか。 
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ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ バ ッ チ シ ス テ ム 入 門 /  応 用 …

G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ 実 践 （O P E N A C C ）( 7 / 2 5 )

S X - A U R O R A  T S U B A S A  高 速 化 技 法 の 基 礎 ( 7 / 2 9 )

並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門( O P E N M P / M P I ) ( 7 / 3 1 )

O N I O N 活 用 講 習 会 ( 9 / 3 0 )
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初 め て の ス パ コ ン ( 6 / 5 )

O P E N M P 入 門 ( 6 / 9 )

汎 用 C P U ノ ー ド 高 速 化 技 法 の 基 礎 （ I NT E L コ ン パ…

G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 （O P E N A C C ）( 7 / 1 8 )

ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タ バ ッ チ シ ス テ ム 入 門 /  応 用…

G P U プ ロ グ ラ ミ ン グ 実 践 （O P E N A C C ）( 7 / 2 5 )

S X - A U R O R A  T S U B A S A  高 速 化 技 法 の 基 礎 ( 7 / 2 9 )

並 列 プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門( O P E N M P / M P I ) ( 7 / 3 1 )

O N I O N 活 用 講 習 会 ( 9 / 3 0 )
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◆今回の講習会の音声はいいかがでしたか。 

 
 
 
◆講習会の内容はどうでしたか。 
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コ ン テ ナ 入 門 ( 1 0 / 2 )

初 め て の ス パ コ ン ( 1 0 / 1 0 )

ス パ コ ン に 通 じ る 並 列 プロ グ ラミ ン グの 基 礎( 1 0 / 1 7 )

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

難しい
やや難しい
ちょうど良い
やや易しい
易しい

189



◆講習会で取り扱った内容量はどうでしたか。 

 
 
 
◆講師の進め方はどうでしたか。 
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◆満足度は？ 

 
 

 
 

◆講習会の資料はどうでしたか。 
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◆皆さんの今後の研究・業務・勉学に役立つと思いますか。 

 
 
 
 
◆他の情報基盤センター等も含め、これまでにスーパーコンピュータを利用したことがありますか。 
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◆「ある」と回答された方の利用方法 

 

 
 

 
 

◆Ｄ３センターの大規模計算機システムの利用を希望されますか。 

 
 

14 6

プログラムの実行 アプリケーション利用

利用中
34%

利用したい
15%

検討中
36%

利用し
ない
15%
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2026 年度「HPCI 利用」の活動状況 

 
HPCI (High Performance Computing Infrastructure) システムは、個別の計算資源提供機関ごとに分断さ

れがちな全国の幅広いハイパフォーマンスコンピューティング（HPC）ユーザ層が全国の HPC リソース

を効率よく利用できる体制と仕組みを整備し提供することを目的として構築され、2012 年 10 月より運

用開始しました。北海道大学、東北大学、筑波大学、東京大学、東京科学大学、名古屋大学、京都大学、

大阪大学、九州大学の各情報基盤センター、及び理化学研究所、海洋研究開発機構、統計数理研究所が

資源提供機関となり、計算機資源や、共有ストレージ、ネットワーク、認証基盤、可視化装置等といっ

たシステムを、中立・公正で科学的・技術的・社会的根拠に基づき配分・提供しています。 

 

本センターの計算機資源を利用する 2026 年度 HPCI 採択課題一覧 

利用枠 研究課題名 

一般課題 星形成と惑星形成分野を横断する大規模数値シミュレーション 

一般課題 柔軟構造大気突入機の流体構造連成解析と動的モード分解 

一般課題 宇宙論的流体シミュレーションデータベースの構築と観測的宇宙論 

一般課題 Regulation of Biomolecular Condensate Stability by Interface Electrostatics 

一般課題 カーボンニュートラルに向けたガスタービン燃焼器開発のための 
乱流 LES/DNS 解析 

一般課題 超高速 QM/MM および AI 駆動型分子動力学計算による 
生体内反応機構の解明 

一般課題 詳細反応機構を考慮した高圧メタン酸素ロケット燃焼振動解析： 
発生機構と燃料種依存性の解明 

一般課題 フラグメント分子軌道法による構造生物学と量子化学の連携基盤の構築 

一般課題 分子生成 AI と計算科学を用いた低環境負荷絶縁ガスの 
高精度物性予測と最適設計 

一般課題 気象の実際的問題への適用に向けた超水滴法の性能検証と改良 

一般課題 スケールド・シュレーディンガー方程式の正確な解法による 
超精密量子化学計算 

一般課題 重クォーク QCD の熱力学ポテンシャルの構築 

一般課題 第一原理計算を用いた非調和フォノン特性データベースの構築 

一般課題 機械学習力場 MD によるナノ細孔内の電解液挙動の解析 

一般課題 滑り中の固体表面におけるせん断降伏の 
反応性分子動力学シミュレーション 

一般課題 タンパク質-リガンド結合過程における環境効果の究明 
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若手課題 水溶性高分子及び小分子の各種環境における集合様態と 
挙動に関する分子論的研究 (2) 

若手課題 テンソルネットワーク形式に基づく新しい相転移解析手法の開発と応用 

若手課題 第一原理分子動力学シミュレーションを用いた 
潤滑油添加剤のトライボケミストリーの解明 

若手課題 ベイズ統計に基づく拡張アンサンブル MD と力場モデルの 
検証・改良による RNA 分子の構造予測 

若手課題 第一原理計算による磁化プラズマ中の高強度電磁波の研究 

若手課題 Development of generative model to design catalytic materials for CO2 
hydrogenation to green methanol 

若手課題 転がり摩擦の大規模有限要素解析 

産業課題 深層学習を活用した高解像度空間的遺伝子発現データの 
大規模並列解析による動脈硬化メカニズムの解明 

産業試行 
課題 

グラフェン/4H-SiC 界面における SiC リモートエピタキシー 
初期成長過程の解析 
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2026 年度「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点」の活動状況 
 

「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点」は、北海道大学、東北大学、東京大学、東京科学大

学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学にそれぞれ附置するスーパーコンピュータを持つ 8 つ

の共同利用の施設を構成拠点とし、東京大学情報基盤センターがその中核拠点として機能する「ネット

ワーク型」共同利用・共同研究拠点として、文部科学省の認可を受け、平成 22 年 4 月より本格的に活動

を開始しました。 
本ネットワーク型拠点の目的は、超大規模計算機と大容量のストレージおよびネットワークなどの情

報基盤を用いて、地球環境、エネルギー、物質材料、ゲノム情報、Web データ、学術情報、センサーネ

ットワークからの時系列データ、映像データ、プログラム解析、その他情報処理一般の分野における、

これまでに解決や解明が極めて困難とされてきた、いわゆるグランドチャレンジ的な問題について、学

際的な共同利用・共同研究を実施することにより、我が国の学術・研究基盤の更なる高度化と恒常的な

発展に資することにあります。本ネットワーク型拠点には上記の分野における多数の先導的研究者が在

籍しており、これらの研究者との共同研究によって、研究テーマの一層の発展が期待できます。 
2026 年度の課題募集には合計 80 課題が採択されました。このうち以下の 17 課題が本センターの計算

機資源を利用することになっています。 

課題代表者 研究課題名 

望月 祐志 様 
（立教大学） FMO プログラム ABINIT-MP の次世代化 

中澤 嵩 様 
（金沢大学） 

Logarithm Conformation Representation による 
 新規圧縮性流体ソルバーの開発 

山口 雅也 様 
（医薬基盤・健康・栄養研究所 

 ヘルス・メディカル微生物研究センター） 

大規模比較ゲノム解析による病原細菌の進化と 
病態発症機構の解明 

松崎 義孝 様 
（海上・港湾・航空技術研究所） 

流動生態系シミュレーションシステム EcoPARI の 
活用と全国展開 

森田 直樹 様 
（筑波大学） Deflation に基づく並列反復法前処理とその GPU 実装 

滝沢 寛之 様  
（東北大学） 複数拠点の連携による緊急ジョブ実行基盤の構築と評価 

大谷 寛明 様 
（核融合科学研究所） リアル粒子シミュレーションによるプラズマ科学の展開 

中村 宜文 様 
（理化学研究所） HPC アプリケーションの継続的多拠点開発基盤 

村田 忠彦  様 
（大阪大学 D3 センター） 

合成人口プロジェクト：日本全国の就業者への 
従業地属性割当て 

金子 政志  様 
（大阪大学 理学研究科） 

計算化学予測に基づく Middle-up-down 型 
マイナーアクチノイド抽出剤設計 

西澤 淳 様 
（岐阜聖徳学園大学） 数値シミュレーションで読み解く最深宇宙の構造形成 

森川 良忠 様 
（大阪大学 工学研究科） 

Machine Learning-Driven Multi-Scale Simulations for Green 
Catalysis Design 
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緒方 奨  様 
（大阪大学 工学研究科） 

超臨界水圧破砕による網状き裂造成シミュレーションと 
超臨界地熱発電への適用 

南里 豪志 様 
（九州大学） 

Study on the real effect of non-blocking collective 
communications 

深谷 猛  様 
（北海道大学） QR 分解に関する高性能計算技術の研究 

佐々木 大輔 様 
（大阪公立大学） 

薄い界面を含む工学問題に対する非定常流体解析手法の

構築 

塙 敏博  様 
（東京大学） Energy Efficient Operation for Supercomputer Systems 
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2025 年度 大規模計算機システム公募型利用制度 
（追加募集）の活動状況 

大阪大学Ｄ３センターでは、大規模計算機システムを活用する研究開発の育成・高度化支援の観点か

ら、本センターが参画する「ネットワーク型」学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点（JHPCN）

や革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ（HPCI）の目的を踏まえつつ、今後の発

展が見込まれる萌芽的な研究課題や本センターの大規模計算機システムを最大限活用することで成果

が見込まれる研究課題を公募しています。2025 年度は通常の募集に加えて追加募集を行い、以下の 10
課題を採択しました。

若手・女性研究者支援萌芽枠 採択課題 

代表者名 研究課題名

川守田 創一郎 様
（大阪大学 基礎工学研究科）

凝集有機発光特性を示す遷移金属錯体の固体中での

励起状態シミュレーション

金子 政志 様
（大阪大学 理学研究科）

計算化学アプローチによるマイナーアクチノイド分離抽出剤の 
ミドルアップダウン型分子設計

坂井 あづみ 様
（長崎総合科学大学）

高エネルギー原子核衝突反応の高統計シミュレーションを

用いた原子核形状の研究

大規模 HPC 支援枠 採択課題 

代表者名 研究課題名

岩下 航 様
（産業技術総合研究所）

弾性波速度付近の高速滑り速度での摩擦則

世界と伍する学生育成特設枠 採択課題 

代表者名 研究課題名

松山 奈央 様
（筑波大学）

局所非調和振動計算によるロドプシンのアミドバンド予測

李 響 様
（大阪大学 工学研究科）

塑性変形におけるエネルギー散逸に関する分子動力学的研究

Bahrul Jalaali 様 
（大阪大学 工学研究科）

Towards a generalizable data-driven subgrid-scale model for large-eddy 
simulation of turbulent flow with transfer learning algorithm 

守實 友梨 様
（大阪大学 工学研究科）

ホウ素中性子捕捉療法における深部がん照射計画の

開発・最適化

田中 大地 様
（大阪大学 工学研究科）

半導体光学冷却に向けたホストゲスト構造の

ハロゲン化ペロブスカイト結晶の冷却能力評価

Samuel Eka Putra Payong Masan 様 
（大阪大学 工学研究科）

Multiscale investigation of carbon dioxide reforming of methane with 
machine-learning- combined density functional theory calculations and 

enhanced sampling 
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2026 年度 大規模計算機システム公募型利用制度の活動状況 
 

2026 年度も引き続き研究課題の公募を行い、以下の 23 課題を採択しました。 
 

若手・女性研究者支援萌芽枠 採択課題 

代表者名 研究課題名 

渡邊 大記 様 
（大阪大学 基礎工学研究科） 

容器の歳差運動に駆動される気液二相流の 
大規模数値シミュレーション 

豊内 大輔 様 
（大阪大学 理学研究科） 

宇宙論的輻射流体シミュレーションを用いた銀河と 
ブラックホール共進化過程の研究 

大野 誠之 様 
（大阪大学 歯学研究科） 

タンパク質複合体間相互作用予測は病原体による 
未知の感染機構を解明する 

CUI Yi 様 
（名古屋大学） 

大規模階層 PINN 計算による電子風力駆動 
ナノ構造形成メカニズムの解明 

小嶋 秀和 様 
（大阪大学 基礎工学研究科） 付着仕事に基づく濡れ性評価の新規手法の開発 

宮川 泰明 様 
（弘前大学） 

V 字型スリット付きスプレーノズルにおける 
初期微粒化過程の数値流体力学的解明 

吉田 悠一郎 様 
（大阪大学 量子情報・量子生命研究

センター） 

実用的な量子化学計算に向けた量子計算機と 
大規模計算機の活用 

鵜沢 浩太朗 様 
（日本原子力研究開発機構） 

非平衡グリーン関数法による核分裂の量子多体ダイナミクスの

解明 

村山 大輔 様 
（大阪大学 工学研究科） 高温高圧下のダイヤモンド核生成 

 
大規模 HPC 支援枠 採択課題 

代表者名 研究課題名 

大西 正人 様 
（統計数理研究所） 

第一原理計算を用いた非調和フォノン特性データベースの構築 

佐野 孝好 様 
（大阪大学 レーザー科学研究所） 

無衝突衝撃波-無衝突衝撃波の衝突現象における 
運動論的粒子加速機構の解明 

 
人工知能研究支援枠 採択課題 

代表者名 研究課題名 

浜口 智志 様 
（大阪大学 エマージングサイエンス

デザイン R³センター） 

二次元半導体成膜プロセスの分子動力学解析を可能とする 
機械学習力場モデル開発 

Harry Handoko Halim 様 
（大阪大学 工学研究科） 

The Development of Machine-learning Interatomic Potentials for the 
Elucidating Dynamic Active Sites in Heterogenous Catalysis 
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世界と伍する学生育成特設枠 採択課題 

代表者名 研究課題名 

吉川 航平 様 
（大阪大学 基礎工学研究科） 

機械学習を用いた過冷却水の 
水素結合ダイナミクスを特徴付ける反応座標の探索 

吉田 晃太朗 様 
（東京科学大学） 

大規模深層学習における次世代最適化アルゴリズムのための 
分散学習手法 FSDP の設計 

岡部 涼 様 
（大阪大学 基礎工学研究科） 

全原子型分子動力学シミュレーションを用いた 
架橋高分子膜内におけるイオン輸送機構の解明 

Muhammad Fadhlan Anshor 様 
（大阪大学 工学研究科） 

Formate-Induced Step Fluctuations on Cu Surfaces: Machine-
Learning Interatomic Potentials Coupled with Automatic Process 

Explorer for Event Discovery and Kinetic Monte Carlo Simulation 

鈴木 翔介 様 
（筑波大学） 

免疫チェックポイント・サイトカイン受容体を標的とした 
ダイナミクス駆動型バインダー設計 

和田 辰也 様 
（京都大学） 

重クォーク QCD における純虚数化学ポテンシャル領域に 
おける相構造の解明 

石原 菜々子 様 
（大阪大学 基礎工学研究科） 

機械学習ポテンシャルを用いた電解液存在下 Li₂O₂ 表面の 
電子・Li+輸送特性シミュレーション 

水谷 耕介 様 
（大阪大学 理学研究科） 

共通外層期直前における周連星環境に関する 
3 次元輻射磁気流体計算 

髙野 宏征 様 
（琉球大学） 水流に対して効果的な袋詰玉石工の配置検討 

Samuel Eka Putra Payong Masan 様 
（大阪大学 工学研究科） 

Polyethylene adsorption on Cu surfaces studied with random phase 
approximation and machine-learning potential 
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大規模計算機システム Ｑ＆Ａ 

 
当センターに寄せられた質問を掲載しております。 
同じ内容を以下の Web ページでも閲覧いただけます。 
https://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/faq/ 

 
 
Ｑ．年度途中で計算資源やストレージ容量の追加は可能でしょうか？ 

Ａ．はい。可能です。資源追加の申請につきましては、以下の利用者管理 WEB システムから申請頂い

ております。 
 
利用者管理システム（要認証） 
https://manage.hpc.osaka-u.ac.jp/acid/ 

 
申請手順につきましては、以下のページにまとめておりますので、ご参照ください。 

 
一般利用（学術利用）資源追加申請 
https://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/service/basic_resourceadd/ 

 
 
Ｑ．年度途中で利用負担金の支払い費目や支払い時期を変更できますか？ 

Ａ．WEB システムからは変更できませんので、下記までご連絡ください。 

 大阪大学 情報推進部 情報基盤課 研究系システム班 
Mail: system@cmc.osaka-u.ac.jp 
TEL: 06-6879-8808 

 
 
Ｑ．ディスク容量を追加した場合、利用期限はいつまでですか？ 

Ａ．年度途中に申し込まれた場合でも、利用期限は年度末までとなります。翌年度にディスク容量を追

加しない場合は、データの整理を３月中にお願いいたします。やむを得ない事情がある場合や、間

に合わない場合は、ご連絡くださいませ。原則として、事前連絡無しにこちらでデータを削除する

ことはありません。 
 
 
Ｑ．ユーザ間でファイルを転送することは可能でしょうか？ 

Ａ．scp コマンドを使用することで可能です。 
例えば、カレントディレクトリ下の abc ディレクトリの中のファイル sample.c を、b61234 のホー

ムディレクトリに転送する場合は以下のようなコマンドとなります。 
 

scp ./abc/sample.c b61234@localhost: 
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Q．一度に大量のジョブを投入し、ジョブごとに入力ファイル/実行ファイルを変更したい 

A．ファイル名に連続した数値が含まれている場合、パラメトリックジョブという投入方法で、一度に

大量のジョブを投入できます。 
パラメトリックジョブでは、ジョブスクリプト内の"$PBS_SUBREQNO"環境変数に、-t で指定した

数値(下記の例では 1 から 5 までの数値)が格納されます。qsub すると同時に 5 本のジョブが投入さ

れ、a.out に対してそれぞれ異なる入力ファイル（下記の例では input1 から input5）が設定されます。 
 
ジョブスクリプト例(jobscript.sh) 

 
#PBS -q SQUID 
#PBS -l elapstim_req=0:30:00,cpunum_job=24 
cd $PBS_O_WORKDIR 
./a.out input$PBS_SUBREQNO 

 
投入方法 
 

qsub -t 1-5 jobscript.sh 
 
 

qstat の表示例:パラメトリックジョブの場合、1 回の qsub につき 1 件分の表示となります 
 

RequestID     ReqName  UserName  Queue  Pri  STT  S  Memory  CPU  Elapse R H M Jobs 
------------  -------  --------  -----  ---  ---  -  ------  ---  ------ - - - ---- 
123456[].sqd  nqs    username  OC1C   0    QUE  -  -       -    -      Y Y Y 1 

  
sstat の表示例:-t で指定した数値分だけ表示されます 
 

RequestID       ReqName  UserName  Queue    Pri              STT PlannedStartTime 
--------------- -------- -------- -------- ----------------- --- ------------------- 
123456[1].sqd   nqs      username   OC1C      0.5002/  0.5002 QUE - 
123456[2].sqd   nqs      username   OC1C      0.5002/  0.5002 QUE - 
123456[3].sqd   nqs      username   OC1C      0.5002/  0.5002 QUE - 
123456[4].sqd   nqs      username   OC1C      0.5002/  0.5002 QUE - 
123456[5].sqd   nqs      username   OC1C      0.5002/  0.5002 QUE – 
 
 

Q．機種変更/紛失/何らかの問題で SQUID の 2 段階認証ができなくなった 

Ａ．2 段階認証のリセットには管理者の操作が必要となりますので、お問い合わせフォームからお知ら

せください。その際、氏名、利用者番号、メールアドレスは登録時のものを記入してください。2
段階認証のリセット時にパスワードもあわせて初期化いたしますので、予めご了承ください。 

 
お問い合わせフォーム 
https://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/support/contact/auto_form/ 
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